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対象地域の状況

○松山外環状道路は、松山IC・松山空港・松山港等の交通拠点や放射状にある国道11

号・国道33号・国道56号をつなぎ、地域の交通拠点間のアクセス性向上、市内中心部

へ流入する交通の分散を目的とした地域高規格道路である。

○国道11号から国道33号間及び松山空港IC（仮称）の北側区間は、未事業化区間となっ

ている。

1.松山外環状道路の概要
■広域位置図

一般国道33号松山外

環状道路インター線

（4.8km）

一般国道56号松山外

環状道路空港線

（3.8km）

一般国道33号松山外

環状道路インター東線

（2.0km）

愛媛県

松山外環状道路
インター東線

：平成16年度事業化

平成25年度暫定開通（井門～古川）

平成26年度暫定開通（市坪～余戸南）

平成28年12月 全線暫定開通

：平成20年度事業化

平成29年９月 側道部開通 延長2.4km

（国道56号～松山空港）

：都市計画決定[H3.3]

都市計画変更[H15.9]

都市計画変更[H29.10]

古川IC

余戸南IC
井門IC

余戸南IC(仮称)

南吉田IC(仮称)

東垣生IC(仮称)

市坪ＩＣ

松山空港IC（仮称）

北土居IC
（仮称）

来住IC
（仮称）

井門IC
（仮称）

松山IC

松山JCT

松山市

松山空港

松山港

至 今治市

至 高松市

至 大洲市 至 高知市E56

E11

H28.12.10までに全線暫定開通

延長2.4km
（側道部）

H29.9.18開通

松山外環状道路インター東線
延長2.0km

松山外環状道路空港線
延長3.8km

松山外環状道路インター線
延長4.8km

い ど

きたどい

き し

東温市

砥部町伊予市

松前町

愛媛県

開通済区間

事業中区間

調査中区間

対象区間

凡 例

■松山外環状道路の整備状況

3



２.一般国道３３号松山外環状道路
インター東線の概要
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松山市（側道部） 松山市（側道部）国土交通省

5.25

1.25 3.250.75

5.25

1.25 3.250.75

19.75

1.75 3.50 3.50 3.50 3.50 1.752.25

【事業概要】

【事業の経緯等】

標準断面図

・事業名：一般国道３３号 松山外環状道路インター東線

・起終点：愛媛県松山市北土居～愛媛県松山市来住町

・延長等：２．０ｋｍ（第2種第1級、設計速度８０ｋｍ／ｈ）

・車線数：４車線（自動車専用道路）

・全体事業費：約３７０億円

・計画交通量：約２９,３００～約４８,０００台／日

一般国道３３号松山外環状道路インター東線の概要

まつやま き た ど い

事業位置図

・平成3年3月：都市計画決定

・平成15年9月、平成29年10月：都市計画変更

まつやま き し ま ち

まつやまそとかんじょう

松山外環状道路
ひがし

インター東線
延長2.0km

至 今治市

松山IC

松山空港

愛媛県庁

松山市役所

至 高松市

至 大洲市 至 高知市

まさきちょう

松前町

松山港

古川IC

余戸南IC

松山JCT

井門IC

余戸南IC
(仮称)

南吉田IC
(仮称)

東垣生IC
(仮称)

市坪ＩＣ

まつやまそとかんじょう

松山外環状道路空港線
延長3.8km 伊予市

松山

市坪

北伊予

伊予横田 まつやまそとかんじょう

松山外環状道路インター線
延長4.8km

E56

E11

ふるかわ

いちつぼ
ようごみなみ

ようごみなみ

ひがしはぶ

みなみよしだ

まつやま

まつやま

松山空港IC
（仮称）

まつやまくうこう

(

起)

愛
媛
県
松
山
市
北
土
居

え
ひ
め

ま
つ
や
ま

き
た
ど
い

凡 例

対象区間

松山外環状道路

調査中区間

未開通暫定開通

まつやま

松山市

(

終)

愛
媛
県
松
山
市
来
住
町

え
ひ
め

ま
つ
や
ま

き
し
ま
ち

北土居IC
（仮称）

き た ど い

来住IC
（仮称）

き し

い ど 井門IC
（仮称）

い ど

愛媛県

松山外環状道路
インター東線

（単位：m）

盛土区間

高架区間

松山市（側道部） 松山市（側道部）国土交通省

19.75

1.75 3.50 3.50 3.50 3.50 1.752.25
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３. 地域の課題と
一般国道３３号松山外環状道路
インター東線の整備効果
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■西条臨海工業用地→松山空港間の

所要時間

地域の課題と一般国道３３号松山外環状道路インター東線の整備効果

【課題】

【整備効果】

●四国1位を誇る松山空港の取扱貨物の約３割は県東部方面であるが、西条市にある電子部品生産世界シェア２位の

事業所等は国道11号経由で松山空港まで輸送するなど物流交通の約５割が松山市中心部を通過。

●松山市中心部への交通集中により、四国で最も主要渋滞箇所数が多く、物流の効率化を阻害。

○松山臨海部と県東部方面の工業団地等を結ぶ交通を外環状道路に転換させ、物流効率化により経済活動を支援。

西条臨海工業用地から松山空港までの所要時間（平日混雑時） 【整備前】104分→【整備後】81分（約23分短縮）

48%
83%

52%
17%

0%

50%

100%

整備前 整備後

出典：整備前（ETC2.0プローブデータ H29.1-H29.12）
整備後（交通量推計）

松山環状線

インター線

約５割が市内を通過

E11

E56

まつやま

松山市

いまばり

今治市

さいじょう

西条市

とうおん

東温市
松山空港

西条臨海
工業用地

松山IC

一般道路を利用した
物流交通は国道11号を走行

出典：空港貨物取扱量（空港管理状況調書【H28】）

東予

方面

34%その他

66%

約３割が
東予方面との

物流交通

東予方面：東温市、西条市、新居浜市
出典：H27物流センサス

松山空港

至 高松市

至 高知市

E56

E11まさきちょう

松前町

まつやま

松山市

愛媛県庁

松山
市役所

松山IC

主な工場等

松山環状線

貨物取扱量
【H28】

7,685トン/年
（四国１位）

至 大洲市

松山港

主な工場等

主な工場等

主な工場等

整備前

整備後 松山
JCT

国道11号
交差部

至 今治市

■松山市内の主要渋滞箇所

58

52

45

40

30 40 50 60

松山市

徳島市

高知市

高松市

四国の県庁所在地での
主要渋滞箇所数

四国１位
の主要渋
滞箇所数

松山市

徳島市

高知市

高松市

出典：国土交通省

(箇所)0

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査

非混雑時 混雑時

(分)

90

0

100

110

87分

104分

混雑時には所要時間が長くなり
物流効率化を阻害

80

70

■臨海部発着大型車の利用経路割合

■県東部方面との物流交通経路

■松山空港取扱貨物の方面別割合

凡 例

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

松
山
臨
海
部

松
山
臨
海
部
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地域の課題と一般国道３３号松山外環状道路インター東線の整備効果

【課題】

【整備効果】

●四国最大の都市である松山市において、企業や官公庁に勤める人の約半数が松山市中心部に通勤。

●松山IC付近から松山市内中心部に向かう唯一の幹線道路である国道33号は、交通の集中により、県内国管理国道で

最も混雑しており、松山市中心部への速達性を阻害。

○松山市中心部への新たなルート形成による交通の分散により、松山市中心部への速達性が向上。

■松山IC～松山市中心部の渋滞状況
出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査

至 今治市

至 高松市

E56

E11

松前町

松山市

松山IC凡 例

主要渋滞箇所
主要渋滞区間

松山
JCT

整備前

愛媛
県庁

松山駅

松山IC入口
交差点

松山
市役所

混雑度
2.35

至 砥部町
久万高原町

写
真

県内国管理国道1位

整備後

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査

(分)

非混雑時 混雑時

25

20

15

0

18分

23分

混雑時は所要時間が長くなり
中心部への速達性を阻害

写真

至 松山IC

至 松山市
中心部

■国道33号の渋滞状況

■松山IC入口交差点→県庁間の所要時間

24

23

16

14

出典：整備前（ETC2.0プローブデータ H29.1-H29.12【平日】）
整備後（交通量推計）

整備後整備前

松山市
中心部

その他

51%

49%

39%

61%

50

100

0

(%)

松山

高松

高知

徳島

(万人) 0 10          20         30

中心部
49％

その他
51％

出典：H26経済センサス基礎調査

■四国の県庁所在地の従業者数

■国道33号北進交通の目的地別内訳

四国
１位の

従業者数

中心部に
向かう交通が集中

松山IC入口交差点から愛媛県庁までの所要時間（平日混雑時）【整備前】23分→【整備後】19分（約4分短縮）
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事業の効果

●松山外環状道路国道１１号～国道１９６号間における総費用は６２０億円、３便益による総便益は１，４３６億円で

費用便益比は２．３。

●松山外環状道路インター東線における総費用は２７８億円、３便益による総便益は７５２億円で費用便益比は２．７。

項目 全体 インター東線

総費用（Ｃ） 620 278

事業費 600 271

維持管理費 20 6.2

総便益（Ｂ） 1,436 752

走行時間短縮便益 1,288 665

走行経費減少便益 96 57

交通事故減少便益 53 29

費用便益比（B/C） 2.3 2.7

経済的内部収益率（EIRR） 8.6% 10.2%

注）全体の値は、松山外環状道路国道11号～国道196号を対象とした場合、インター東線の値は
事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果

※1：EIRR：経済内部収益率
※2：基準年（H29年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
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事業の効果
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４. とりまとめ
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48%
83%

52%
17%

0%

50%

100%

図５ 松山臨海部発着大型車の利用経路割合

整備前 整備後

出典：整備前（ETC2.0プローブデータ H29.1-H29.12）
整備後（交通量推計）

松山環状線

インター線

約５割が市内を通過

○西条臨海工業用地から松山空港までの所要時間（平日混雑時）

【整備前】104分→【整備後】81分（約23分短縮）

・四国1位を誇る松山空港の取扱貨物の約３割は県東部方面である

が、西条市にある電子部品生産世界シェア２位の事業所等は国道

11号経由で松山空港まで輸送するなど物流交通の約５割が松山市

中心部を通過。（図３、５、６）

・松山市中心部への交通集中により、四国で最も主要渋滞箇所数が

多く、物流の効率化を阻害。（図３、４）

・松山臨海部と県東部方面の工業団地等を結ぶ交通を外環状道路に転換させ、物流効率化により経済活動を支援。

・松山市中心部への新たなルート形成による交通の分散により、松山市中心部への速達性が向上。

一般国道33号松山外環状道路インター東線に係る新規事業採択時評価
ま つや ま そ とか ん じ ょ う ひがし

効果１ 松山臨海部への物流効率化により経済活動を支援【◎】
・松山臨海部と県東部方面の工業団地等を結ぶ交通を外環状道路に転換させ、物流効率

化により経済活動を支援。

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

まつやまそとかんじょう

松山外環状道路
ひがし

インター東線
延長2.0km

至 今治市

松山IC

松山空港

愛媛県庁

松山市役所

至 高松市

至 大洲市 至 高知市

まさきちょう

松前町

松山港

古川IC

余戸南IC

松山JCT

井門IC

余戸南IC
(仮称)

南吉田IC
(仮称)

東垣生IC
(仮称)

市坪ＩＣ

まつやまそとかんじょう

松山外環状道路空港線
延長3.8km

図２ 事業位置図

１．事業概要

・起終点：愛媛県松山市北土居

～愛媛県松山市来住町

・延長等：2.0km

（第2種1級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約370億円

・計画交通量：約29,300台

～約48,000台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約17,600台/日
～約31,700台/日

約4,600台/日
～約8,000台/日

約7,100台/日
～約8,400台/日

２．課題

え ひ め ま つ や ま

き しえ ひ め ま つ や ま

き た ど い

伊予市

松山

市坪

北伊予

伊予横田 まつやまそとかんじょう

松山外環状道路インター線
延長4.8km

E56

E11

３．整備効果
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①松山市中心部への交通集中による物流の阻害
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凡 例

対象区間

松山外環状道路

調査中区間

未開通暫定開通

まつやま

松山市

図３ 松山市内の主要渋滞箇所

(
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愛
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松
山
市
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え
ひ
め

ま
つ
や
ま

き
し
ま
ち

北土居IC
（仮称）
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来住IC
（仮称）

き し

い ど 井門IC
（仮称）

い ど

松山空港

至 高松市

至 高知市

E56

E11まさきちょう

松前町

まつやま

松山市

愛媛
県庁

松山
市役所

松山IC

主な工場等

松山環状線

松山港
（コンテナ貨物）

コンテナ貨物量
【H28】45万トン/年

（四国２位）

貨物取扱量
【H28】

7,685トン/年
（四国１位）

至 大洲市

図６ 県東部方面との物流交通経路

E11

E56

まつやま

松山市

いまばり

今治市

さいじょう

西条市

とうおん

東温市
松山空港

西条臨海
工業用地

松山IC

一般道路を利用した
物流交通は国道11号を走行

B/C EIRR※1 総費用 総便益

2.3
（2.7）

8.6%
（10.2%）

620億円※2

（278億円）※2
1,436億円※2

（752億円）※2

注）上段の値は、松山外環状道路国道11号～国道196号を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済内部収益率
※2：基準年（H29年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

松山港
（フェリー等）

主な工場等

主な工場等

主な工場等
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図１ 広域図

愛媛県

松山外環状道路
インター東線

効果２ 松山市中心部に向かう交通の分散により速達性が向上【◎】
・松山市中心部への新たなルート形成による交通の分散により、松山市中心部への速達性

が向上。

○松山IC入口交差点から愛媛県庁までの所要時間（平日混雑時）

【整備前】23分→【整備後】19分（約4分短縮）

②松山市中心部への速達性の阻害
・四国最大の都市である松山市において、企業や官公庁に勤める人の約半数が松山市中心

部に通勤。（図７）

・松山IC付近から松山市内中心部に向かう唯一の幹線道路である国道33号は、交通の集中に

より、県内の国管理国道で最も混雑しており、速達性を阻害。（図８、９、１０、１１）

図１０ 国道33号の渋滞状況
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中心部

図９ 松山IC～松山市中心部の渋滞状況
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図８ 国道33号北進交通の目的地別内訳
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図４ 西条臨海工業用地→松山空港間の
所要時間
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図１１ 松山IC入口交差点→県庁間の所要時間
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《縦断図》
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49%
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○松山市中心部への交通集中により、四国で最も渋滞箇所数が多くなっている。（図１）

○結果、混雑時には県東部方面（西条臨海工業用地）から松山空港までの所要時間が長くなり、

物流の効率化を阻害。（図２，３）

○松山IC付近から松山市内中心部に向かう唯一の幹線道路である国道33号は、愛媛県内の国

管理国道で最も混雑している。（図４、５）

○結果、混雑時の所要時間が長くなり、松山市中心部への速達性を阻害。（図６）

愛媛県松山地域における計画段階評価

１．松山地域の課題

①松山中心部への交通集中による物流の阻害

②松山市中心部に向かう交通の集中

３．政策目標

２．原因分析

①松山臨海部へ向かうアクセスルートの交通容量の不足

②松山市中心部への速達性の阻害

①松山臨海部への物流効率化による経済活動支援

②松山市中心部へ向かう交通の分散による速達性向上

○四国最大の都市である松山市において、企業や官公庁に勤める人の約半数が松山市中心

部に通勤しており、国道33号は、松山市中心部に向かう交通が集中。（図１０、１１、１２）

○四国1位の貨物取扱量誇る松山空港の取扱貨物の約3割は県東部方面。（図１）

○世界シェア２位の電子部品を生産する事業所等が立地する西条臨海工業用地から国道11号

経由で松山空港まで輸送するなど約5割の物流交通が松山中心部を通過。（図１、２、７、８）

○松山環状線の混雑度は1.96と高く、交通容量が不足。（図９）

図１ 松山市内の主要渋滞箇所
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港間の所要時間
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出典：空港貨物取扱量（空港管理状況調書【H28】）
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図２ 県東部方面の物流交通経路
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図４ 松山IC～松山市中心部の渋滞状況
出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査
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図６ 松山IC入口交差点→県庁間の所要時間
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図１０ 国道33号北進交通の目的地別内訳
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図１１ 国道33号の交通集中状況
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愛媛県松山地域における計画段階評価

案①標準断面図

評価項目
【案①】バイパス案 【案②】対策をしない案

項目 指標

政
策
目
標

①松山臨海部への
物流効率化による

経済活動支援

臨海部への
円滑性確保

・ 渋滞箇所を回避した臨海部へのアクセスルートが、自動車専用道路で新
たに形成されるため、臨海部への円滑性確保が期待できる。

○
・ 渋滞箇所を経由するルートは変わらず、臨海部への円滑性の確保はで

きない。
×

②松山中心部へ向かう
交通の分散による

速達性向上

松山市中心部への
速達性確保

・ 松山市中心部への新たなルート形成による交通分散により、松山市中心
部への速達性確保が期待できる。

○ ・ 交通分散されず、松山市中心部への速達性は確保できない。 ×

整
備
に

よ
る
影
響

家屋等への影響 ・ 支障物件 約210件 × ・ 現況のままであるため、家屋への影響はない ○

整備に要する費用 約370億円 －

総合評価 ○ －

４．対策案の検討

（参考）当該事業の経緯等

【計画概要】

・路線名：一般国道33号

・区 間：愛媛県松山市北土居～愛媛県松山市来住町
・概略延長：2.0km
・設計速度：80km/h
・標準車線数：4車線
・概ねのルート：図１３ 案①のとおり

対策方針：案①による対策が妥当

都市計画決定等の状況
平成 3年3月 都市計画決定
平成29年10月 都市計画変更

・自動車専用道路と一般道を繋ぐランプを追加
・ランプ部の自動車専用道路を高架構造に変更
・国道１１号接続部を自動車専用道路から一般
道路に変更

地域の要望等
平成29年5月 自民党松山支部連合会が国土交通大臣に

早期事業化を要望
平成29年5月 愛媛県知事が国土交通大臣に早期事業化を要望
平成29年7月 自民党松山支部連合会が国土交通大臣に

早期事業化を要望
平成29年11月 道路整備促進期成同盟会愛媛地方協議会が

国土交通政務官に期事業化を要望
平成29年11月 愛媛県知事が国土交通政務官に早期事業化を要望
平成30年 2月 自民党松山支部連合会が国土交通大臣に

早期事業化を要望
平成30年 2月 愛媛県が国土交通政務官に早期事業化を要望

まつやま きた ど い まつやま き し まち

（単位：m）

盛土区間

高架区間

図１３ 松山地域の対策案
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